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2025 年 2 月 28 日 

－取引先の SDGs/ESG への取組みを後押し－ 

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の取組みについて 

西日本シティ銀行（頭取 村上 英之）は、株式会社エフティーライン（代表取締役 片山 和徳）と

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」（以下「PIF」）の契約を締結しましたので、お知らせ

します。 

PIF とは、お客さまの企業活動が環境・社会・経済に与える影響を包括的に分析し、特定   

されたポジティブインパクト（プラスの貢献）の向上と、ネガティブインパクト（マイナスの

影響）の緩和・低減に向けて、KPI※を設定し、金融機関がモニタリングしながら KPI 達成に  

向けて支援する融資です。 

当行は、地域金融機関として、SDGs/ESG に取組む企業を支援することで、持続可能な社会

の実現に貢献してまいります。 

※ KPI とは、Key Performance Indicator の略で目標を達成する上で、その達成度合いを計測・モニタリング

するための定量的な指標のことです。 

記 

１．PIF の契約内容 

２．設定した KPI（詳細は別紙「評価書」をご参照ください） 

社会面の KPI 

 2029 年までに、年次有給休暇の社員平均取得日数を 8 日/年まで、2034 年

までに 10 日/年まで増加させる。（2025 年 1 月時点における各社員の  

基準日から直近 1 年間の実績：6.4 日/年） 

 事業活動における重大な労働災害発生件数 0 件を継続する。（2020 年

～2024 年までの 5 年間の重大な労災件数：0 件） 

 2034 年まで G マーク事業所の認定を今後も継続して維持する。 

 2034 年まで「働きやすい職場認証制度」二つ星の認証を継続する。 

 下記のスケジュールにて健康経営優良法人認定に必要な取り組みを 

進め、2029 年度までに「健康経営優良法人（中小規模法人部門）」   

の認定を取得する。 

▸2028 年度まで 健康経営の具体的な推進計画策定 

▸2029 年度     健康経営優良法人認定 

 けん引免許取得者数を 2029 年までに 65 名以上とし、以降は同水準を

維持する。（2025 年 1 月現在：58 名） 

 社員数を 2029 年までに 10 名以上増員して全社員数 187 名以上とし、

以降は全社員数 187 名以上を維持する。 

 女性管理職者数を 2029 年までに 3 名以上に増加させ、管理職に占める  

女性社員の比率を 20％以上とする。以降は女性管理職者数 3 名以上、

管理職に占める女性社員の比率を 20％以上を維持する。（2025 年 1 月

時点：0 名） 

契 約 日 2025 年 2 月 28 日 

融 資 額 100 百万円 

期 間 10 年 

資 金 使 途 設備資金 
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社会面の KPI 

 内勤含む女性社員数を 2029 年までに 8 名以上増員し、計 22 名以上を

達成し、以降は女性社員数 22 名以上を維持する。（2025 年 1 月時点：

14 名） 

 女性ドライバー社員を 2029 年までに 7 名以上増員し、計 15 名以上を

達成し、以降は女性ドライバー社員計 15 名以上を維持する。（2025 年

1 月時点：8 名） 

 65 歳以上の社員数を 2029 年までに 15 名以上にし、以降は同水準以上

を維持する。（2025 年 1 月時点：9 名） 

 障がい者雇用者数を 2029 年までに 5 名以上、2034 年までに７名以上

に増加させる。（2025 年 1 月時点：3 名） 

 2034 年まで、賞与を除く平均年間賃金の運送業平均比＋20％以上を  

維持する（2023 年実績：運送業平均比＋22.5％） 

経済面の KPI 

 被牽引車を除く車両総数のうち、トラクタ（牽引車）の占める比率を

2029 年までに 20％、2034 年までに 23％にする。（2025 年１月実績：    

被牽引車を除く車両総数 154 台、うちトラクタ（牽引車）26 台で、      

トラクタ（牽引車）の比率は 16.8％） 

 2029 年までに倉庫業への参入を果たす。 

 2026 年までにデジタコによる実車率の集計運用体制を確立する。 

（現状は未集計） 

 2029 年までに実車率 70%を達成し、以降 2034 年までは実車率 70%を 

維持する。 

環境面の KPI 

 低燃費・低公害車両の導入比率について、2024 年 12 月末現在の 85％

から、新車への切り替えを行うことで、2029 年度までに 90％、2034

年度までに 95％とする。 

 2027 年度までにグリーン経営認証を取得する。 

 2034 年度までに事業所内の LED 化 100％を達成する。 

 2034 年度までに電動フォークリフト導入率 100％を達成する。（2024

年度実績：導入率 25％） 

 重量物の輸送に使用する車両を除いた近距離輸送用の車両について 

再生タイヤを導入し、2029 年に長距離輸送を合わせた全車両に占める

導入比率を 10％以上達成する。 

（注）当行は KPI のモニタリングを通じ、KPI 達成にむけて各種支援を行います。 

３．企業の概要 

会 社 名 株式会社エフティーライン 

所 在 地 福岡県みやま市高田町江浦町 107 番地 1 

設 立 1994 年 8 月 

業 種 運送業 

特 長 

 当社は雑貨輸送やパレット輸送、コンテナ輸送など総合的物流サービスを

提供する企業で、営業エリアは関西・福岡を起点に九州全域をカバーして 

います。 

 また、当社には熟練ドライバーが多数在籍しており、できる限りお客さまの  

ニーズにお応えできるよう、トラックにはウイング※1、パワーゲート※2、   

ローラーコンベア※3、ジョルダー※4、冷凍機等の車両装備を取り揃えております。 

  ※1 ウイングとは、トラックの荷台部分の側面が、鳥の羽のように跳ね上がる機構のこと。 

※2 パワーゲートとは、トラックの荷台部分の後部に取り付けられた、積み降ろし作業を省力化する装置のこと。 

※3  ローラーコンベアとは、荷台に設置した複数のローラを回転させることで荷物を搬送する装置のこと。 

※4  ジョルダーとは、トラックの床板にレールを設置してパレットをテコで移動させる機器のこと。 

以 上 

本件に関するお問い合わせ先 

法人ソリューション部 山口・鈴木 TEL 092-476-2741 
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